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計算機、そして師との出会い

　昭和４５年（１９７０年）に医学部を卒業し

た後、ある県立病院で３年間、内科一般の研修

を終えてから大学の循環器内科に戻ったのです

が、このときは教授が空席で「自由になんでも

やりなさい」と放任されました。ちょうど腎臓

機能の測定をしていた先輩（後に京都大学病院

の医療情報部初代教授になられた平川顕名先

生）に誘われて初めてコンピュータの手ほどき

を受け、初期の「ＢＡＳＩＣ」言語にとりつか

れたわけです。（有名なＰＣ－８００１が発売

される６年前で、ＢＡＳＩＣ言語の解説書もま

だありませんでした。）

　当時、心放射図（Radiocardiogram) という

同位元素を用いた色素希釈法（dye-dilution 

method) が盛んであったのですが、その測定を

終えた患者さんの胸部に計測器をあて、心電図

と同期をとって加算をすることにより心臓の容

積変化を測定する、という新しい検査を行いま

した（次頁図１）。ミニコンピュータを使って

マシン語によるデータ収集プログラムを作成し

たのですが、放射線のパルスをインターラプト

に入力してカウントするルーチンを起動し、

４０ミリ秒ごとに１アドレス移動しつつメモリ

へ直接加算、心電図のＲ波を検出するとメモリ

の最初に戻り、結果として心電図に同期した平均

加算になる、という原始的なプログラムでした。
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このときの計算機はクロックが５００ＫＨｚ

（２マイクロセカンド）という低速で、計算機

のレジスタは２つだけ、コアメモリーが１６キ

ロバイト、磁気媒体などはなく、紙テープでデー

タやプログラムを出し入れしていました（図２）。

　すでに先輩の研究により、心電図に同期をし

て胸部の放射線を５分間（およそ３００回）ほ

ど加算するだけで、心臓の容量変化が再現でき

ることがわかっていましたが、心臓の脈拍がす

こし変動するために最後の部分（拡張期）はう

まく描出されません。それを２心拍分に延ばす

（心電図のＲ波をひとつ飛ばして同期する）こ

とによって、拡張期の様子がわかり（図３）、

心房の収縮の寄与の大きさや、拡張の速度が病

気の種類によって異なることを報告したのが私

の論文です。

　主な検査を終わった患者さんの身体から、そ

れまでは利用していなかった情報を集めること

によって新しい機能がわかることや、ノイズに

埋もれた情報を平均加算することで目に見えな

いものが見えるようになる、という情報処理特

有の面白さを知ったわけです。また、機械語の

プログラミングを自分で工夫することにより、

高速のデータ処理をリアルタイムにコントロー

ルする手段を手に入れた、という満足感があり

ました。

　この時、先輩は私財を投じて高価なコン

ピュータを購入して研究しており、私の研究や

教育に惜しげもなく使わせてくれました。私が

その後、医療情報を専門とするきっかけを作っ

てくれた生涯の師と

の出会いでもあった

わけです。

　以後、計算機の

進歩は目覚しく、

現在ではクロックは

ＧＨｚ単 位、メ モ

リやディスクは無

尽蔵、という時代

になりましたが、

計算機資源の活用

という点からはプ

ログラムに無駄が

多いように思いま

す。限られたメモ

リと計算速度の限

界内でいかに速く

処理を終わらせる

か、という工夫は、

今の世代の機器に

も必要なものでは

ないでしょうか。
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図１ ”心拍同期心放射図”の仕組み

図２　研究に用いたミニコン
ピュータＹＨＰ４１００Ａ（左側）
と波高分析器や心電図（右側）
レジスタの内容やプログラムカ
ウンタがランプで点滅するので
動作状況がよくわかった

図３　得られた心臓の容量変化

（櫻井教授は、本年 3月 31 日限りで定年退職されます）


